
 



 

【開会のあいさつ】 

二文字屋 修（NPO 法人 AHP ネットワークス執行役員） 

 

本日のセミナーには多くの方々にご参加いただきありがとうございます。司会進行を務

めます NPO 法人 AHP ネットワークスの二文字屋と申します。どうぞよろしくお願い致し

ます。 

2014年、日越 EPAの候補者の来日以来、日本ではベトナム人介護士の人気が高まり、イ

ンターネットで「ベトナムの介護」と検索すると、ベトナムの高齢者介護事情や介護施設ま

た看護学校訪問のレポート等を読むことができます。 

これらのレポートでよく目にするのは、「ベトナムには介護の概念がない」という言葉で

す。しかしそれは日本の高齢者介護は介護保険制度によって運営されている介護であり、そ

こから派生してきた介護に対する固定概念によるものではないでしょうか。 

高齢者介護を社会福祉政策から捉えれば、それぞれの国の経済状況も医療福祉政策も社

会習慣もことごとく異なっているのですから、それぞれの国で高齢者介護へのアプローチ

もコンセプトも違っているのが当然ではないでしょうか。 

今回のセミナーはベトナムの方々が日本の介護をどのように捉えているのかを知り、そ

こからまた日本の介護を考えていきたいと思い、開催した次第です。 

また今回のセミナーはトヨタ財団の助成を受けた「家族介護の国から、介護保険の国へ…

日本の高齢者介護施設等で働く外国人介護士の安定化と異文化協働の構築」というプロジ

ェクトの一環です。いろいろサポートしていただいておりますトヨタ財団の甲野さんと利

根さんにこの場をお借りして感謝申し上げます。 

 

 



 

 

【セッション１】 

「日本で活躍するベトナム人介護士たち」 

ファン チェン ホアン氏  

（在京ベトナム社会主義共和国大使館 労働管理部部長） 

 

ベトナムの EPA 看護師、介護福祉士候補者の来日につき NPO 法人 AHP ネットワーク

スの協力に御礼申し上げます。また本日のセミナー開催にも AHP およびトヨタ財団の支援

に感謝いたします。 

私はベトナムから EPA候補者の第一陣が来日した時の開校式でもお話をさせていただい

ておりますが、候補者の皆さんは日本に来て様々な困難があるかと思いますが、それぞれ努

力をして、役割を果たしていることを大変うれしく思います。 

現在日本の病院や施設からベトナム人の看護師、介護士の能力を認めていただいており

ます。故郷を離れて日本で働き、日本の国家試験に合格していることは素晴らしいことです。

特に介護福祉士の合格率は 90%を超えています。これは私たちの誇りに思っております。 

Covid-19 のパンデミックにより、EPA看護師、介護士の方で帰国せざるをえない方もお

りますが、多くは日本で頑張っています。また自分の困難を乗り越えるだけでなく困ってい

る他の方々にも支援をしてくださっています。ベトナム政府の Covid-19 基金に協力もいた

だいていますことに、ベトナム大使館労働管理部を代表して皆様に感謝申し上げます。 

本日の越日両国の介護セミナーは意義あることだと思います。盛会でありますようお祈

りして挨拶に代えさせていただきます。 

 



【セッション２（基調講演）】 

      「ベトナムにおける介護士育成の今後と現状」               

ファム デュック ムック氏（ベトナム看護協会会長） 
 
ベトナム看護協会会長を務めておりますファム デュック ムックと申します。この度は貴重なセミナーに登

壇させていただきありがとうございます。関係者各位に御礼申し上げます。 
私も EPA 候補者来日の交渉団メンバーとして参加させていただきました。今日は「ベトナムにおける介護士

看護師育成の今後と現状」をテーマにお話しさせていただきます。 
 
 
 
 本来、ベトナム語では介護士にあたる人
のことを HoLy（ホーリー）呼んでいます
が、ここではNhan vien cham soc(介護士）
という言葉をあえて使わせていただきま
す。 
 今回話すテーマは３つあります。一つは、
現在の高齢者の現状。次に今後の課題。そ
して３つ目がベトナム人介護士育成の現
状についてです。 
  
 
 
 

 まずは「ベトナムの高齢者基礎情報」についてお話しさせていただきます。2019 年の国勢調査によりますと、
ベトナムの人口は約 9600 万人。世界では 15 番目で、東南アジアではインドネシアやフィリピンに次いで３番目
に多い数になります。 

 ベトナムの高齢者保護
法では高齢者は 60 歳以
上と定義されております。
これに基づくと、2019 年
の時点で高齢者は 1100
万人以上、総人口の
11.8％を占めています。
世界の基準に合わせて
65 歳以上と定義すると、
740 万人ほど。総人口の
7.7％となります。 
 平均寿命は 73.6 歳で、
男性が 71歳、女性が 76.3



歳です。世界の平均寿命より、1.6 歳ほど高くなっています。ベトナムは、“世界で最も高齢化が加速している 10
カ国”のうちの一つに数えられています。専門家によると、「高齢化社会」（高齢化率が７％の社会）から、「高齢
社会」（高齢化率が 14％の社会）に突入するまでおよそ 100 年かかると言われていますが、ベトナムの場合はわ
ずか 20 年で「高齢社会」になってしまいました。 
 ベトナム人はまだお金持ちになっていないのに高齢化社会に突入してしまっている、とも言われます。また都
市化も全国的に急速に進んでいます。都市部の人口は現在、34.4％を占めています。農村部の人口は 65.6％。そ
して高齢者の 68％が農村部に住んでいます。さまざまな統計がありますが、およそ 72.3％の高齢者が家族と住
んでいます。注目すべきは、そのうち 22.4％が貧困家庭であることです。 
 

 
 
 
 
 
 ベトナムの人口は、2011年から
2019 年まで年平均 100 万人増え
ています。平均増加率は 1.14％で
す。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 現在、ベトナムにおける高齢者
（60歳以上）の割合はおよそ12％
ですが、2038 年には 20％以上に
なると予測されています。 
 
 
 
 
 
 
 



 次に、ベトナムの高齢
者介護の課題についてで
す。 
 慢性疾患の増加につい
てですが、2016 年にソッ
クソン地方において 610
人の高齢者からアンケー
トを取ったところ、多く
の方が高血圧や糖尿病、
COPD（慢性閉塞性肺疾
患。気管支炎や肺気腫な
どの呼吸器系の疾患）、栄
養失調、うつ、白内障な
どなんらかの疾患にかか
っていました。高齢者一
人平均、６から７の疾病
を抱えていました。 

 
 
 高齢者の多重疾病は、
高齢者の自立と ADL（日
常生活動作）を低下させ
るため、介護や介助が必
要となります。 
 また医療費も増加して
います。高齢者は若者の
７～10 倍の医療費がか
かっています。特に高齢
者の投薬量は、国内で消
費する 50％を占めてい
ます。 
 しかしベトナムの高齢
者施設は不十分です。数
が非常に少なく、施設入
居の費用負担額も大きい
です。文化、習慣的な問

題から利用者数が少ない、という面もあります。 
 ベトナムは日本と違い介護士はおらず、看護師しかいません。またその数も少なく、看護師は人口１万人に１
人しかいません。そのため、看護師の負担も非常に大きくなっています。東南アジアエリアでは、１万人に 12 人
ほど看護師がいると言われるので、この問題はベトナムにおける非常に大きな課題となっています。 
タイと比較するとベトナムの看護師数は半分ほど、日本と比較すると 7分の１か 8分の１ほどです。職業の認

知度も低いのが現状です。 



 高齢者介護士育成の現状を
お話しします。 
 介護職は英語ではCaregiver
ですが、2009 年の EPA 構想
を導入した際には、ベトナム
にはまったくその概念があり
ませんでした。一番近い職業
は何かという話題になり、そ
の時に「ホーリー」が近いとさ
れたため、「介護士＝ホーリ
ー」となっています。 
 上の表は、一般教育や教育
カリキュラムなど９つの内容
で、ホーリーと今後導入して
いきたい介護職（Caregiver、
Nhan vien cham soc）を比較し
たものです。一般教育で見ると、ホーリーには規定がありません。介護士は 12 年課程、高校卒業が求められて
います。職業訓練、教育カリキュラムはホーリーにはなく、介護職には２年間あります。職場は、ホーリーの場
合は病院ですが、介護職は病院も介護施設もあります。主な仕事は、ホーリーは病院の掃除ですが、介護士は高
齢者の介護・介助業務になります。 
 仕事の性質も、ホーリーは一般労働と考えられていますが、介護士は技術や知恵、心が必要な仕事となります。
またホーリーの上司は看護師になりますが、介護士の場合は介護管理者、日本におけるケアマネージャーがあた
ります。またホーリーの需要は少なくなっておりリストラもありますが、介護職は今後、病院だけでなく介護施
設などで需要が増えています。 
 

 ここまで、ベトナムには介護
職（Caregiver、 Nhan vien cham 
soc）がないと申していましたが、
2020 年に首相の決定でベトナ
ムの職業リストに追加されまし
た。これには、中級（レベル４）
と初等（レベル５）の２つの教
育レベルになります。 
 業務内容は、看護師や医療従
事者のサポートや、被介護者へ
の食事のケアや衣服の脱着、運
動のサポートなどです。衛生状
態の維持やマッサージ、担当の
医療者への状況報告なども含ま
れます。 
 これらの具体的な業務を明記

して認めることは、ベトナムにとっては日本の介護職の状況に一歩近づくことになります。大きな前進です。 



 
 しかし現在、ベトナム
においては国家レベル
の統一した教育カリキ
ュラムと教材がありま
せん。各学校や民間企業
がそれぞれ作成したも
のしかなく、「ホーリー
教育」「初等看護」「介護
教育」など、呼称もバラ
バラです。そして、内容
がホーリー教育に偏っ
ていることが多いです。 
 また、介護職を指導す
る専門家も不足してお
り、ほとんどが看護師経
験者から抜擢してシフ
トチェンジしている状

況です。メリットもありますが、そのために、介護士は看護師の下で働くものであるという誤解も生まれていま
す。 
 
 
 
 
 現状として、ベトナムの介護士（ホーリー）は高齢者介護の知識も技術も不足しており、離職率も高いです。
看護師を雇って高齢者介
護を任せるところがほと
んどで、職業観の違いから
離職する理由にもなって
います。看護師として教育
された業務と介護業務は
異なるためです。結婚を理
由に転職する人もいます。 
 早急に介護士（Nhan 
vien cham soc）としての職
業認定書を発行すること
が、ベトナムにとって今後
の重要な政策と言えるで
しょう。 
 



 
 最後に、ベトナム看護協
会が高齢者介護にどのよ
うに関わっていくかにつ
いてお話しします。 
 看護協会には、看護師の
ため、職業のため、地域社
会の健康のため、という３
つの使命があります。また
介護職が誕生することで
看護師の役割を軽減でき
ると考えています。ベトナ
ムは高齢化社会に突入し
ているので、介護士も看護
師と同じく重要な役割が
あると言えます。 
 
 

 
 
 
 

 看護協会の役割として、
さまざまな普及活動も行
なっています。諮問機関
としてベトナム・日本
EPA 交渉団への参加、国
に対し介護士の仕事を認
定してもらうための提
案・提言、また日本の介
護専門家から知識を得る
ために国際会議やセミナ
ーを開催してきました。
高齢者介護の教育カリキ
ュラムや教材も、日本の
パートナーと一緒に作成
に向けて模索しています。
労働 傷病兵 社会省と保
健省に提出し、2022 年に
は全国に普及されるよう

期待しています。日本のみなさまにもご協力いただければ幸いです。 
 



 
これは労働 傷病兵 社会省職業教育総局との協力協定の写真です。右側の写真は日本側のパートナーとの写真

です。看護師、介護士に関する国際的なシンポジウムも開催してきました。 
ベトナムの看護師・介護士に関する広報は日本でもさせていただいています。EPA は今後のベトナムにおける

看護師、介護士として貴重な人材となります。 
今回はこのような場でお話しさせていただきありがとうございます。日本側の協力を期待しておりますので、

ぜひよろしくお願いいたします。 
 
 
 
 

【質疑】 

Q．ベトナムに民間の高齢介護施設はどれだけあるのでしょうか？ 
A．具体的な民間の高齢者施設数は把握していませんが、今後需要が増えてくるだろうと思われます。費用はさ
まざまなレベルがありますが、平均して月に 700 万ドンから 900 万ドン（日本円で 35,000円から 45,000 円）く
らい費用がかかります。高級なところでは、月に 1500万ドンかかります。 
 一般の方にこの費用は払えません。40 年間勤務して年金は 600 万ドンから 700 万ドンくらいなので、高齢者
施設に入れる状況にはありません。 
Q．介護という職業が認定されたのでしょうか？ また職業が認定されてどのような教育を受ければいいか、と
いうところまで決まったのでしょうか？ 
A．まだベトナムの職業項目の中に名前が挙げられているだけで、具体的にはこれからです。具体的な役割責任
や処遇、位置付けはこれからになります。これから整備に入ります。 
 
Q．ムックさんを中心に内容をつめていくということですね？ 
A．その通りです。医療省と協力して展開していきます。 

 



 

 

【セッション３】 

    「ベトナム人介護士を受け入れる日本のみなさんへ」               

    レ ティ ビック ホップ氏（ハードン医療短大、大阪歯科大学大学院） 

     
 
 
 

 
 
本日は、外国人医療福祉専
門職の人的資源管理の視点
から見た外国人の日本での
役割と外国人介護職を受け
入れるために日本に期待す
ることについて話させてい
ただきます。 
 
 
 

 



 
 
 

 日本では年々外国人観光客だけではなく在留外国人も増えています。平成 29 年末の法務省の資料によりますと
日本での在留外国人の数は 256 万人、人口の 3%弱を占めています。 
 
 
 

《出典》法務省入国管理局、未来投資会議 構造改革徹底推進会合 
「企業関連制度・産業構造改革・イノベーション」会合（雇用・人材） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最近ベトナム人がかなり増えています。ここで注目していただきたいのが、外国人労働者が約 128 万人いると

いうことです。しかしそのうち専門的技術的分野は 18.6%しかいません。これに対して私の国ベトナムでは、外
国人労働者は 91,000人いますがそのうち 75%は専門家や投資家、管理者です。 
つまり、ベトナムで働く外国人はほとんど高度人材ですが、日本では一般的な労働者が 80%以上を占めていま

す。特定活動や技能実習生、資格外活動の留学生によるアルバイトなどです。この数字を見てどう思いますか。
高卒者や社会経験が少ない外国人が多いということです。日本に居る外国人は社会的地位が低く弱い立場にある
人が多いとみられます。こうした若い人たちに対してしっかりした事前教育や受け入れ態勢が整っていなければ、
対人トラブルや犯罪、差別などの問題が起こりうると思います。 

《出典》法務省入国管理局、未来投資会議 構造改革徹底推進会合 
「企業関連制度・産業構造改革・イノベーション」会合（雇用・人材） 

《出典》法務省入国管理局、未来投資会議 構造改革徹底推進会合 
「企業関連制度・産業構造改革・イノベーション」会合（雇用・人材） 

※厚生労働省「「外国人雇用状況」の届出状況まとめ」に基づく集計（各年 10 月末現在の統計） 



それでは外国人労働者に対してどのようにどの
ようなイメージがあるのでしょうか。 
まず安い労働者だと思っていませんか。出稼ぎ

労働者が多いからお金に対する執着心が強い。お
金さえあればどんな仕事もやりそう。高校卒や社
会経験が浅いから能力が低く、いくら説明しても
わからない。日本人がやりたくない仕事をやって
くれる。しかしありがたいとは思ず、軽蔑しがち。
不愛想。挨拶しても返事しない。話しかけても黙
り込む。職場でも生活の場でもよく問題を起こす。
指示を聞かない。ささやかなことでもケンカをし

たり、迷惑な行為や犯罪を起こして地域の安全性が保てない、というようなイメージを持ってないでしょうか。
最近メディアにも多く取り上げられているのが外国人による犯罪や事件で、よく耳に入ってきます。 
私は老人保健施設で看護師としてアルバイトをしていました。そのときベトナム人による「豚の解体事件」が

報道されました。ちょうど私は職場にいましたが、そのニュースを見てすごく複雑な気持ちでした。 
同僚には、あえて目を合わせない人もいれば、肩を静かに叩いて「あなたは違う。真面目に頑張っているから

大丈夫よ」というふうに気を遣ってくれた人もいます。またユーチューブで最近、移民反対デモを見ました。か
なりきつい言葉が使われてすごく悲しかったです。でもここで少し考えていただきたいです。外国人だから問題
や犯罪を起こすのでしょうか。また、256 万人の外国人の中で犯罪者は何パーセント占めていますか。外国人だ
から問題があると思ってもいいのでしょうか。ここで、「日本人だから」「外国人だから」という考え方をいった
ん置いていただきたいです。ひとりの人間として見ていただきたい。 
その人が抱えている悩みや苦労を理解し、その人の頑張りを認め、その人の能力を最大限に引き出せるような

関わり方やサポートをしていただきたいのです。そうするとお互いに学習ができ成長していくことができると思
います。 
 
では外国人は日本で

どのような役割がある
のでしょうか。 
日本は超高齢社会に

突入し、生産労働力減
少による労働力不足に
直面しているとよく言
われています。外国人
は人手不足対策とし
て、労働者補充に貢献
することは明らかです
が、この役割だけを果
すものではありません。 
人手不足に関しては、人工知能 AI を活用することである程度やわらげることができたとしても、AI は外食を

したり電車に乗ったり遊びに行くことはしません。AI はこうした日常消費活動に貢献することはできません。し
かし、外国人は日常生活を営み、消費活動に参画しています。また外国人労働者が家族とともに長く日本で生活
することになれば、日本人と同じように住宅や教育関連の消費も増えていくでしょう。さらに母国の家族や友人



が観光で訪日することによって、インバウンド消費にもかなり貢献します。彼らの多様なニーズに対応した商品
やサービスが生まれてきたり、それが雇用の創出につながったりすることもあると思います。 
もう 1 つの貢献としては、納税者の役割があります。働けば所得税、年金、保険料を納めるし、消費税も日本

人と同じように負担します。また、日本の地方は人口減少と高齢化の問題で地方経済が収縮し、財源不足になっ
ています。外国人労働者がそうした地域に入ることによって、地域の活性化や地域の振興にも貢献することがで
きると思われます。 
社会的な役割に関しては、一生懸命働いている外国人は社会に対して刺激になるし、先輩の外国人は後輩の支

援や人材育成の役割も果たします。企業に外国人労働者がいるとグローバルな人材育成や情報へのアクセスなど
で、日本企業の海外進出や、海外からの投資にも貢献できると思います。もちろん文化や学術、国際交流関係構
築への貢献もできると思います。これらの役割を果たすためには、外国人労働者自身の努力だけではなく周りの
日本人の協力も必要です。 
 
 
 

これからは外国人介護職
の人が多く入ってくると思
います。では、私たち外国人
医療・介護職者は日本に何
を期待しているのでしょう
か。 
まず私たちのことを知っ

てほしいです。人的資源管
理の視点から見ても、相手
のことをよく知った上で相
手が持っている潜在能力を
引き出すことが大事です。
どこから来たのか、どんな

社会背景があって教育環境はどのようになっているのか、ある程度把握していただきたいです。それによって日
本社会に適応させるためにはどんなことを補足していけばいいのかがわかってくるはずです。 
 
 
 
 
たとえばベトナムの人口ピラミッ

ドの形は、2010 年代には若い者が多
く「ピラミッド型」でしたが、2050
年には高齢者が多くなり「つぼ型」
へ変化すると予測されています。
2010 年代では（ボリュームゾーン
の）平均年齢が 28才の若い国でした
が、とても速いスピードで高齢化が
進んでいくことがわかります。 

《出典》：厚生労働省、第 7 機介護保険事業計画 

《出典》：ベトナム統計局 



 
ベトナムは 2015 年に高

齢化社会となっており、
2030 年には高齢社会に突
入します。 
ベトナムではこれまでは

年をとると子供や家族にみ
てもらうことが普通でした。
現在の人口構成であればな
んとか対応できると思いま
すが、高齢化とともに支え
る人が少なくなると社会保
障は保てなくなります。 
現在、ベトナムでは親が

いない子供や障害者、高齢
者の社会保障施設は 461 施

設しかありません。その中で高齢者介護施設は民間を入れても 64 施設しかありません。そのため、ベトナムで
はまだ馴染みのない介護職者を日本がベトナムから雇うとするなら、日本語能力だけではなく、職業認識や技能
訓練にも力を入れる必要があると思います。 
 
 
また、ベトナム
において介護
は職業として
まだ認知され
ていないので、
正式な教育カ
リキュラムが
ありません。 
これに関し

ては先ほどの
ムックさんの
お話の中で、
「職業のネー
ミングがなさ
れた」と発表がありましたが、カリキュラムや職業の細かな役割など、これから整理する問題がたくさんありま
す。 
たとえば看護短大での「老年看護」は、成人内科カリキュラムの中に含まれていますが、授業時間は約 10 時

間しかなく、1 単位も満たさない状況です。もちろん最近では介護士不足のため日本からのリクルートが多くな
り、介護施設での就職ができるようになりました。そのため、介護教育カリキュラム開発と技能訓練などをはじ
めてきましたが、まだまだ不十分です。 
 



 
このような状況で介護技能実習生や特定技能候補生の教育を、全部、現地の送り出し機関に任せてもいいので

しょうか。知識不足でミスマッチなどの問題が起こらないでしょうか。いい人材を育てるためには、ベトナム側
も日本側もお互いの知識やノウハウを出しあう必要があると思います。 
適切な受け入れの準備としては、まず事前教育に力を入れるべきです。 
日本語教育はもちろん、職業認識、技能訓練などを根気よく教えましょう。そして早く日本の生活に慣れるた

めに、日本の文化を紹介したり、マナー教育をすることも必要です。日本人には常識だと思えることも、外国人
にとってそうではないかもしれません。 
最近のベトナムの学生はなかなか日本語能力が伸びないとよく言われていますが、彼らの能力が低いのか、教

育方法に問題があるのかを検証したことがありますか。 
私の場合は約１年 3 カ月の日本語教育で２級（当時）が取れました。私が優秀だったのではなく、そのとき教

えてくれた日本人の先生が素晴らしかったのだと思います。なぜなら、そのとき私たちは全員２級に合格しまし
たし、その中には１級が取れる人もいました。たった 15 ヶ月の日本語学習で、初級から２級および 1 級が取れ
ました。そして私の先輩も後輩も、同じような期間で同じような能力を身につけることができました。 
看護専門学校の一般入試では、日本人受験生と同じ試験を受けて入学して日本人と一緒に勉強し、看護師国家

試験もほとんどが一回で合格しました。日本で勉強や就職するためには、現地教育でも日本人の専門教育家や日
本語教育専門家の介入や指導が必要だと思いました。 
また、現地の準備だけではなく日本での受け入れの準備も必要です。現場にいる日本人職員たちにも、これか

ら受け入れる外国人のことをしっかり説明していただきたいです。偏見や差別をなくし、協力してもらうことが
大事です。生活支援者や業務指導者の研修などを行ない、しっかりした教育プログラムやキャリアデザインを作
成しておく必要があります。もちろん実際は計画どおりに行かない事も多いかと思います。一定の期間で再評価
し修正していくことも大事です。 
 



このようにして外国人介護職が日本に入国してくれば、整った環境で受け入れることができ、外国人職員に安
心して働いてもらうことができると思います。 
また資格あり、なしの差にもきちんと配慮していただいて、それに見合った役割を与え、報酬などの合理的な

コミットメントを検討する必要があります。 
本日は介護留学生の話はできませんが、彼らに与える役割は技能実習生と異なるので違う形のサポートやキャ

リアデザインが必要だと思います。 
病院や介護施設において、日本人だけではなく外国人職員の満足度も高めて職場に定着してもらうためには、

組織内のコミットメントだけではなく文化的・宗教的・社会的なコミットメントにも配慮していただきたいです。 
厚生労働省の外国人介護人材の受け入れの環境整備によると、コミュニケーション支援、資格取得支援、生活

支援、教員の質向上支援などの環境整備に掛かる費用を一部国から助成がされているようです。ぜひこれを活用
してください。よろしくお願いします。 

 
 
最後になりますが、私たち

外国人医療・介護福祉従事者
は、質の高い介護サービスを
提供するために、社会のため
に、そして自分のために、日本
人のみなさんとお互いに理解
し合い、認め合いながらとも
に働き、ともに成長していく
ことを願っております。ご清
聴ありがとうございました。 
 



【セッション４】 

     「ベトナム人介護福祉士として日本で働く楽しさ」 

岡田智幸氏（奈良東病院） 
レ ティ ベンさん（奈良東病院グループ、介護福祉士） 

原国芳氏（社会福祉法人千寿会） 
グエン ゴック ティンさん（社会福祉法人千寿会、介護福祉士） 

ディン ディンさん（社会福祉法人千寿会、介護福祉士） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良東病院の岡田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
 私からはグループの紹介と海外事業の紹介をしてベンさんにつなごうと思います。 
 私たちは奈良、京都、大阪において病院を中心に特養、老健、有料老人ホーム、通所サービス、訪問介護事業
を展開しております。特に奈良の北部で日本で地域包括ケアと呼ばれるものを提供しております（スライド右上
写真）。これは、病院や介護施設、通所サービス、訪問介護サービスを一つの場所に一体的におく施設です。今は
コロナの影響もあって少なくなりましたが、多くの海外の方が見学に来られます。 

  
 
 
 
 
 海外の取り組みですが、約 20 年前から
介護の人材不足を予測しており検証を続
けてきました。 
 
 
 
 



 
 
 
 現在、私たちのグループには海外の方
が 50 人在籍しております。特にベトナム
の方が最近多くなってきております。
EPA の方、介護留学の方、介護技能実習
生の方、特定技能の方も数名おられます。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 ベトナムでの事業展開を紹介します。
特に中部、南部の看護大学や看護短期大
学と連携を取っております。なかでも、
ホーチミンから車で南に 4時間ほどのと
ころにある、カントー医療短期大学とは、
2017 年に現地教育の連携をさせていた
だいています。私たちのスタッフが現地
に行って、老年介護学や高齢者介護など
を実際に教員の方々にレクチャーさせ
ていただいたり、学生との情報交換をし
たりと現在も継続しております。 
 

 
 

 
 
 
 先ほど基調講演をしていただきまし
た、ベトナム看護協会のムック会長にも
老年介護学、看護学の教材作成に監修を
していただいており、これらの教材をカ
ントー医療短期大学でも使用させてい
ただいております。 
 
 
 



次に登壇いただく
ベンさんについて、
少しだけ紹介させて
いただきます。 
ベンさんは 2018

年に来日され、私た
ちのグループにあり
ます介護福祉士専門
校である、近畿社会
福祉専門学校に入学
して２年間学びまし
た。その間、同じグ
ループのグループホ
ームでアルバイトを
しながら生活をされ
ていました。一度目
の国家試験は少し点
数が足りなかったの
ですが、今年合格さ

れました。今は家族を呼んで大阪で一緒に生活されています。それではベンさんお願いします。 
 
レ ティ ベンさん（奈良東病院グループ、介護福祉士） 

 
 
 
 
 私は 2007 年 7 月から３年間、名古屋で技能実習
生として働きながら日本語を勉強して、2010 年に
日本語試験の２級を取得して帰国しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 8年ぶりに 2018年に近畿社会福祉専門学校へ留
学して、再来日しました。２年間通って介護福祉士
になりました。専門学校では、日本語が大きな壁に
なりました。一度帰国して日本語を使う機会が減
っていたのと、専門用語も多くて最初はとても困
りました。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 卒業して１回目の試験は合格できませ
んでしたが、有料老人ホームエバーライフ
加島で働きながら勉強して、翌年の試験に
は合格できました。 
 
 

 就職して 2 年目になり仕事にも慣れてきました。利用者さんの ADL を理解して、尊重尊厳をもって働いてい
ます。 
 2021 年にコロナ時期でしたが、無事、旦那と子供二人とも来日できて一緒に暮らしています。緊急事態が継続
しているので生活は大変ですが楽しく過ごせています。子供も小学校と保育園に入れています。将来は、子供が
大きくなって自分が定年になってから、母国に帰ろうと思っています。 
 どうもありがとうございました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 社会福祉法人千寿会の原と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
私たちの社会福祉法人千寿会で働いていますベトナムの EPA 職員の二人から、彼ら彼女らが感じた日本での就
労についてお話しさせていただきます。その前に、私たち千寿会のベトナムでの取り組みについて、簡単に説明
させていただきます。 
 千寿会は岐阜県瑞浪市を本拠地とします社会福祉法人になります。高齢者福祉については、介護老人ホームを
３拠点、通所介護デイサービスを１拠点やっています。保育園も２拠点あります。そのなかで海外事業としては、

ベトナムのダナン
市で福祉人材育成
事業をやらせてい
ただいています。 
 
 
 2010 年よりベト
ナム中部のダナン
市の看護大学と提
携し、日本語と看
護を教えるコース
を設置しています。
このプロジェクト
は11年目に突入し
ています。今回登
壇する二人はこの
コースの１期生と
３期生になります。 



 今のコースの学
習内容とは少し異
なりますが、当時
の彼らは日本語学
習を 1年少し、座学
を中心に３ヶ月ほ
ど介護を学習する
コースを受けてい
ます。これらのコ
ースを受けたのち、
希望者には日本語
試験のＮ２レベル
を目指すコースを
設置しています。
この N２クラスで
は、実際に日本に
来て介護の現場を

勉強する来日介護研修を行なっています。約 50 日から 70 日間、見学が中心になりますが、私たちの施設で研修
を実施しています。こうした研修を経て、N２の試験を経て、日越の EPAを通じて希望者は来日就労する流れで
す。 
 
現在、24 人がベトナムの EPA を通じて当法人に就労しています。うち 10 人が 4 年を経過して、介護福祉士

の資格を取得しています。ほかのみなさんも、介護福祉士候補者として日々、業務とともに勉強に励んでいます。 
 
 
グエン ゴック ティンさん（社会福祉法人千寿会、介護福祉士 
 
みなさん、こんにちは。みさくぼの里で働いているティンと申します。みさくぼの里は豊かな自然に囲まれた

場所にあります。 
 
 
 
これからベトナ

ムで日本語を勉強
し始めたときから、
今までの思い出や
体験したこと、大
変さをお話しさせ
ていただきたいと
思います。 
 



ベトナムの中部に
あるダナンの看護学
校を卒業してから、
千寿会の介護日本語
クラスに参加しまし
た。ここで１年間く
らい日本語と３ヶ月
ほど介護の知識を勉
強しました。写真は
介護の先生との写真
とソーラン節を踊っ
たときの写真です。 
 
 

 
 
 
 
 
ダナンで日本語と介護コース卒業後、もう１

年間ハノイで EPA のプログラムに参加しまし
た。日本語と日本文化、マナー等を勉強しまし
た。ここで沢山の日本語先生と友達に出会いま
した。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 岸田元外相がハノイの日本語クラス
に訪問され、学生ひとりひとりと握手
してくれました。 
 
 
 
 
 



 
 
 
私は 2015 年 5 月に日本に来ました。この写真は、私たちが住ん
でいる寮の写真です。施設長は１週間に 2 日ほど寮に泊まるの
で、ときどき一緒に料理を作ります。 
 

 
 
この写真は誕生日パーティーの写真です。それぞ

れ誕生日バーティーがあって、料理を作ったりケー
キを食べたりできて嬉しいです。故郷から離れてホ
ームシックになったこともありますが、仲間がいる
からこそ大変なことも乗り越えられました。 

 
日本の先生と一緒にピク

ニックに行ったり、クリスマ
スパーティーをしたり、花見
をしたり、いちご狩りをした
り。日本のことを何も知らな
い私たちをいろんな場所に
連れて行ってくれた先生た
ちに感謝します。 
今はコロナの関係でなか

なか出会えませんが、ときど
きトウモロコシやお菓子な
ど送ってくれます。とっても
温かく優しい先生たちです。 
施設長も、いろいろなとこ

ろに連れて行ってくれました。生活面でも仕事面でもいろいろな応援をしてくれました。施設長のおかげで日本
の生活や現場の仕事にも慣れることができ、不安感や心配感がなくなっていきました。 
そして介護福祉士を取るためにときどき集合研修にも行きました。浜松ではフィリピンの方と出会い文化交流

できました。ハノイで一緒に日本語を勉強した友達も、東京での集合研修で再会しました。 
フィリピンの人たちは水窪に遊びに来て、ベトナム料理とフィリピン料理を交流し、いろんなお話ができまし

た。 
水窪の小学校の子供たちとも交流しています。料理を作ったり、ケーキを作ったり、ゲームをしたり。とても

かわいくて、子供たちの笑顔を見ると、疲れが取れるほど嬉しいです。 



 
 
 施設内の活動についても少しお話ししま
す。節分ではお菓子を配り、運動会では利用
者さんと一緒にゲームをします。七夕では
一緒に願いを書きました。敬老会では着物
を着て踊ったり、クリスマスにもプレゼン
トを配ります。一緒に楽しんで、たくさん写
真も撮りました。 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
水窪のお祭りにも

参加したりして、日
本でも出会いがあり
ました。寮の前にあ
る川に集まって一緒
にお茶を飲んだり、
友達と一緒に旅行に
行ったりもしまし
た。ご静聴ありがと
うございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
ディン ディンさん（社会福祉法人千寿会、介護福祉士） 
 
私はディン ディンと申します。現在、千寿会で働いています。よろしくお願い致します。 
私はベトナム EPA の第一陣で日本に来てから、もうすぐ丸 7 年になります。EPA に参加す

る前にはダナンで千寿会のプロジェクトに参加したおかげで、2012 年に日本に来て、2、３ヵ
月間実際の介護の現場で研修させていただきました。しかし当時は日本語能力も低く、研修の
時間が短かったので、介護の仕事の内容とか大変なところとか楽しいところなどがはっきりわ
からないまま帰国しました。 
その後すぐに EPAに参加し、2014 年 6月に来日して千葉で３ヶ月ほど研修しました。その

8 月には友達と別れて、実際の現場に入りました。最初の時期は本当にショックでした。でも
私は事前に千寿会の研修に参加していたので、ショックは少ないほうかもしれません。研修に
参加してない友達はもっと大きなショックだったと思います。 
利用者には方言を話す人もいて、言葉もわからない。食事の介助などの仕事も大変でした。

でも施設の職員がいつも親切で優しく教えてくれたので安心して仕事ができました。一生懸命、
何度も教えてくれて助かりました。 
最初の１年目は日本語を勉強しながら、現場で働いていました。わからないことがたくさん

ありすぎで本当に一番大変な一年でした。そのときは友達も少なく後輩もいなかったので、仕
事以外は 1 人で過ごす時間が多かったです。退屈な１年目はそのまま、終わりました。 

2 年目からは仕事も慣れてきて、周りの職員の性格、働き方、仕事の内容や利用者の状態も
把握できるようになりました。仕事の量が多少増えてきましたが、利用者と職員とも信頼関係
ができて冗談を言えるようになったので、心が少し楽になりました。 
現場には可愛い利用者がたくさんいます。休みの日に会わないととても会いたくなるような

人もいます。しかし、わがままで暴れる利用者さんもいます。それでストレスがたまったとき
もあります。職員同士で意見がぶつかったり、仕事もいつもうまくいくわけではありません。
みんなの働き方や性格に合わせてやるしかないと思ったこともあります。 
でも 2 年目からは毎年、後輩がたくさん来てくれるようになりました。誕生日パーティーや

カラオケなどをいつもみんなで集まって一緒にやります。そういうときは本当にストレスが発
散できます。 
去年からコロナの影響で帰国もできず、友達と一緒に過ごす時間も出かける時間もだいぶ減

ってきました。以前みたいに遠くまで遊びに行けません。その代わりに施設が用意してくださ
った畑で10種類以上の野菜を育てています。スーパーで販売されていない野菜も作りました。
今年はカボチャやゴーヤ、空芯菜、ヘチマなどを作りました。 
疲れたときや時間があるときに、水やりとか草取りとかをしています。好きな野菜がたくさ

ん取れるので、リラックスできて気持ちも良くなります。たくさんとれた野菜は友達にわけた
り、施設の人と一緒に食べることもあります。都会の施設では難しいと思いますが、野菜作り
はベトナムの人は喜ぶと思います。 
私は国家試験に合格したら帰国しようと思っていましたが、施設の人がいつも優しくしてく

ださって外国人の制度も良い方向に改善してくださったので、今まで働いています。本当に感
謝しています。 
 
 



 

【質疑】 

Q．養成課程について。外国人人材と協働し、より良いケアの提供を目指すために、日本の看
護や介護を学ぶ学生はどのような内容を学ぶと効果的だと思いますか？ 
 
A．ホップさんの話にもありましたが、まず、ベトナムの方も日本人もお互いの知らないこと
を理解し合うことが一番大事かなと思います。養成課程にどんなカリキュラムを入れるかです
が、ベトナムではこれから高齢化が進むので高齢者介護の内容が必要になってきます。日本で
はすでに行われている訪問看護や訪問介護なども、今後ベトナムでも重要になってくると思い
ます。そのための情報交換ができればいいと思います。交換留学などもできれば、お互いに情
報を得ながら、それぞれの国で生かしていけると思います。最終的に我々がやろうと思ってい
ることは、教員の育成です。ベトナム人の教員が、ベトナムで高齢者介護をどのように伝えて
いくか。そのためには、実際に日本に来て介護学校などで研修をしていただくことを繰り返し
てもらう。それでベトナムでの教育に生かしていただく。それが大事だと思います。カリキュ
ラムの中身は専門家の先生の意見はあると思いますが、まずはお互いに理解していくというこ
とと、交流を深めていくことが大事だと思います。そのなかでお互いが同じ立場にいることを
理解していく。日本は高齢化社会を早くにむかえており、ベトナムはこれからです。先にむか
えたからいいということではなく、先に学んだことをベトナムに伝えていく。ベトナムはベト
ナムで学んだことを日本に提供していただく。双方で情報交換していくことが必要だと思いま
す。ゴールはありません。（岡田） 
 
A．ベトナムでは「介護」という仕事がまだ馴染んでいないので、まずは介護とはどんな仕事
かという職業認識を教えることが必要です。技術面に関しては、「どこで教育するか」によって
教える内容が違ってくると思う。教育期間によっても、優先順位をつけて何を教えていくかを
考えながらカリキュラムを組まないといけないと思います。（ホップ） 
 
 
 
 

【閉会のあいさつ】 
 ３名のベトナムの方々からお話をいただき、フロアーから「彼/彼女らが働く施設を見学した
い」とのご要望をいただきましたが、現在は新型コロナ感染対応でどの施設も忙しくされてお
りますので、施設訪問は厳しい状況にあるということをどうぞご理解ください。 
 本日は「ベトナムから日本の介護へ」というテーマで多くの方々にご登壇いただき、それぞ
れのお仕事、立場、視点、経験から貴重なお話を伺うことができました。本当にありがとうご
ざいました。 
 インターネット上で公開されている論文や研究成果もありますので、ご興味のある方は参考
にされると良いかと思います。 
今後もベトナム人介護人材に関するセミナーも開催予定です。またご参加いただけばと思い

ます。本日はありがとうございました。（二文字屋） 


